
薬学科・生命創薬科学科

実用英語演習　 新

　素養科目　 2 年／後期　 1 単位　自由選択科目

科目責任者 林　弘美（英語・英語学研究室）

■ 教育目的
　 1 年次の「総合英語 A・B」及び 2 年次前期の「薬学英語 A」を通じて養成した薬学の専門分野に関する英語力とは別の
側面から、企業等で求められる実用的な英語力を、在学中に必要に応じて伸ばしていくための基本的な学習方法を身につけ
ることを目的とする。
　各自が積極的に演習に取り組むことで、高学年になっても、また卒業後も、英語力を持続的に高めていく方法を早めに習
得できるように支援する授業である。

■ 学習到達目標
・社会や企業で求められる「実用英語」の実態を認識する。
・多様な演習方法に触れ、自分の得意なもの・不得意なものを確認する。
・試験形式の演習を通じ、TOEIC ® L&R テストで 600 点程度を獲得するための学習方法を身につける。

■ 準備学習（予習・復習）
予習：事前に資料が配布された場合には熟読し、内容を理解しておく（30 分以上）。宿題が課された場合には指定された範
囲に取り組む（30 分以上）。／復習：授業中に演習した範囲を見直して、確実に理解する（30 分以上）。

■ 授業内容
・下記テキストを用い、問題演習とそれに対する解説を行う。
・オリジナルプリントを使用し、ビジネスメールや簡単なビジネス文書の作成法を習得する。

■ 授業分担者
田沢恭子

■ 課題（レポート、試験等）のフィードバック及び成績評価方法
・テキストの問題や英文作成課題に取り組むことで理解度を確認し、解説等によりフィードバックを行う。
・授業に対する参加度（40 ％）、期末試験（60 ％）で総合的に評価する。

■ 教科書
EXTREME STRATEGIES FOR THE TOEIC ® LISTENING AND READING TEST 　　濵﨑潤之輔（著）　（松柏社）
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